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問 題 
 
次の文章は、樋口範雄・第 5 話「川島説とその現代的意義」『アメリカ人が驚く日本法』

（商事法務・2021 年）から抜粋し、出題用に編集を加えたものである。これを読んで問１

から問４に答えなさい。 
 

 

            （ 『アメリカ人が驚く日本法』（商事法務，2021 年）50-59 頁 ） 
 
問１ 下線部①（日本人の契約意識と近代法の原則の間の乖離）とはどのようなことか、簡

潔に説明しなさい。 
問２ 下線部②（少なからぬ弊害）とはどのようなことか説明しなさい。 
問３ 下線部③（100 かゼロかが、契約があるかないかの大きな違いとなる）があてはまら

ないことを、筆者はどのように説明しているか述べなさい。 
問４ 下線部④（契約の交渉段階の義務や終了後の余後効）の具体例をあげて、その是非に

ついて論じなさい。 

 
 
 
 

本 文 に つ い て は 、 著 作 権 法 に よ り 

公 表 し て お り ま せ ん 。 

 
 


